
「市民公開講座を終えて」

　平成28年度の市民公開講座は大田区とのコラボレーションにより、「気になる子供の支援―発達
特性・発達障害の理解と支援―」と題し、発達特性を把握し、理解し、支援することの重要性と、それ
による不適応状態としての発達障害への支援に関して取り上げた。
　最初に大田区福祉部発達支援担当課長の澤氏より大田区の現状と施策についての説明があり、
続いて、筑波大学宮本氏より発達特性への理解、実生活上の困難状態への支援が必要であり、それ
らを分けて考えることが提起された。国立成育医療研究センター小枝氏からは学習障害の定義と
読字障害（ディスレクシア）への具体的な診断・介入モデルが紹介され、支援アプリも紹介された。
最後に、浜松医科大学杉山氏から発達障害の二次障害に関し、発達障害とトラウマの複雑な関係
と育ちの問題、特に親子関係の問題とその支援や子どもの特性に合った教育の必要性についての
言及がなされた。
　参加者は350人余りで、皆非常に熱心に聞き入っておられた。ベテランの講師陣に、難しい話を分か
りやすく伝えて頂いたため、アンケート回答者（259名）の78％が参考になった、15％が少し参考に
なったとの回答であった。地元自治体の活動を初めて知ったという声もあり、小児科の最先端の知識
や考え方を地元の実践者とともに親御さんや保育士さんなどに具体的に伝えることができたという実
感があるイベントとなった。

座 長：奥山 眞紀子 （国立成育医療研究センター 副院長・こころの診療部長）
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展　示 （後援・協賛団体ポスター）

アンケート結果

本日の講座は参考になりましたか 講座に参加した理由

職 　　業 参加者の子どもの年齢

 参加申し込み者からの事前質問に回答する形式で行われました。

　小児医学研究というと、皆さんの中では自分
たちの中では相当遠いもののように思われるか
もしれませんが、「小児医学研究」が子ども達の
役に立たないと意味がありませんので、私たち
小児科医にとっては、臨床や研究がどう届くかと
いうことが、大きな関心事です。
　今日は、「子ども達の心身の健康のために」とい
う視点でお話を進められればよいと思います。

無回答 7％

子どもの発達についての
知識を深めたかった
67％

児童学童と接する
仕事をしている

28％

その他 5％

保育園看護師 4％

教育系その他
11％

（平均：7.6歳）

医師 1％

看護師 7％

医療系その他
3％

教師 4％

回答なし 37％

2歳 4％1歳

保育士
16％

会社員
17％

その他
12％

無回答
25％

参考になった
78％

少し参考になった
15％

大田区への
質問

発達特性への
気づきと

発達障害への
理解

子どもの
学習障害の
早期発見と
介入

発達障害
における
二次障害と
その対応

0歳
3歳 4％

4歳 7％

5歳 6％

6歳 6％

7歳 5％

8歳 7％

9歳 5％

10歳 4％

11歳
6％

12歳

13歳14歳
15歳
17歳
18歳

20歳以上

パネルディスカッション第二部
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● 個人：1口／年10,000円　 ● 法人：１口／年100,000円

● 申込み・問い合わせ先
　 （公財）小児医学研究振興財団事務局
　  〒110-0015  東京都台東区東上野3-32-2  廣瀬ビル４B
　  TEL：03-5818-2601　FAX：03-5818-2602
　  e-mail:shouni-iken@jfpedres.or.jp
　  URL:http://www.jfpedres.or.jp/

賛助会員ご加入のお願い

賛助会費は、所得控除または
 税額控除を受けられます。

アンケート結果

● 発達障害に対する大田区での取り組み
　・大田区で行っている取り組み（サポートブック：

かけはし）ついて知ることが出来て良かった。
　・行政の取り組みを知らなかった。また、相談機関に

ついて理解できた。
　・大田区の取り組みにとても感動した。他区も同じよ

うに取り組んでほしいと思う。
　・このような講座を通しての学びあいが本当によいと

思います。区全体だけでなく、各学校や園、児童館
などでも ぜひ開催していただきたいと思います。

● 発達特性への気づきと発達障害への理解
　・特性が発達障害だと思っていたのですが、専門的

に分類され、その対応について具体的に説明を頂
きましたので、障害の理解に繋がりました。

　・基本的な概念を分かりやすく話していただいたうえ
で、発達障害のある子の関わり方を具体的に聞け、
参考になりました。早速試してみたいと思います。

　・「障害」の状態は周囲の対応と工夫で軽減すること
が出来ること、あくまでも本人を中心とした理解に
立って環境と工夫で対応していくことの大事さを
理解しました。

　・特性と発達について、何をしていくとよいのか、そ
の方向性を温かみのある話し方で説明していただ
き、分かりやすく、ありがたかったです。

● 子どもの学習障害の早期発見と介入
　・家庭での学習指導を具体的にどうすればよいのか

が理解できた。アプリの説明も具体的で分かりや
すく、早速試してみたいと思います。

　・学習障害はよくわからないと思っていましたが、講
演を聞き、早期発見、日々家庭でもできる役立つア
プリがあることも知れて、参考になりました。

　 ・今日から使えるツールを教えてくださったのがよ
かったです。適切な対処法が広まっていくとよい
し、広めていけるようにしたいです。

　 ・具体例が多く取り上げられており、その上で指
導・実践についてのお話があり、理解が深まりま
した。

● 発達障害における二次障害とその対応
　・トラウマとの関係やトラウマが起こす大変さが分

かった。
　・トラウマにはどう対処すれば良いのか、方法が分

からなかった。追い込まないことの重要性を理解
した。

　・今まであまり気にかけていなかったが、目の前のこ
とだけでなく子どもの将来的な姿も考えて接して
いこうと思いました。

　・子どもだけの問題ではなく、親も自身について見つ
め直す必要があると感じた。

● パネルディスカッション
　・具体的な事例に対しての回答はとても分かりやす

かった。
　・回答が具体的かつ的確で参考になりました。
　・一番身近な問題で分かりやすく、子どもの今後の

成長年齢の時の参考になった。
　・ＡＤＨＤは多動な子どもだけでなく、おとなしい子

どもにも見られる事を知ることが出来ました。二次
的障害の怖さも知ることが出来ました。

● その他
　・発達障害のある子どもを育てています。先も見え

ないし将来も不安だらけでしたが、成人になっても
サポートしてもらえる事が分かり、また、他にも発
達障害の子どもが沢山いることが分かりました。
宮本先生の「子どもは今を幸せに過ごす権利があ
る」の言葉が印象的でした。

　・学習障害について知らないことが多かったので、と
ても参考になった。

　・親が感じている事が講演内容で理解ができ、初め
て知る対応の仕方があった。パネルディスカッショ
ンでは、実際に障害を持つお子様の親からの質問
なので分かりやすく参考になった。

　・早期に見つけ、介入していくことの大切さや介入す
る方法が具体的に聞けて分かりやすかった。

　・発達障害がどういう状態・行動を示すのか明確に
理解できました。また、支援について前向きな気

　  持ち（改善することができる）を持つことが出来ま
した。

　・ＡＤＨＤの疑いで相談中です。講座を聞いて親の
対応が適切でなく考えを改める必要があると感じ
ました。親として「教育」しなければという気持ち
が大きかったので、「子どもの立場に立って支え
る、応援すること」を考えたいと思います。

　・発達障害の早期発見・理解・介入で、辛い思いをし
ている子どもが楽しく前向きに生きていけること

　  が分かりました。
　・一つ一つのプログラムを半日又は１日ずつの講座

にしてよいほどの内容で、短い時間の中での分か
りやすく濃い贅沢な講座でした。「発達障害」にま
つわる現状を概観できました。

　・学習障害の対応について、知りたい人は沢山いる
と思う。各学校で広めてほしい。サポートルームに
通わせない親は沢山います。もっと親が理解すべ
きだと思う。

　 当財団は、小児医学研究を支援するため、
 日本小児科学会創立100周年記念事業の一環として平成20年に設立されました。

 活動は日本小児科学会と密接に連携して行っております。
小児科医・小児医学研究者の研究助成・海外留学助成・優秀論文表彰
  市民公開講座の開催は、寄付金及び賛助会費で賄われており、

 多くの方々のご支援をお願い申し上げます。
 ご加入については、事務局にお申し出頂ければ「加入申込書」を送付させて頂きます。

 よろしくお願い申し上げます。
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